
 

 

①  マムロガワクジラ化石群 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【メモ】 

 「マムロガワクジラ」とは、真室川町大沢の山中(割山)の約 600 万年前(新生代

後期中新世)の地層から、1992 年から 1994 年にかけて発掘された化石で、大型ヒ

ゲ鯨類を中心とする複数個体が混合した化石群である。特に大型の個体が多く、推

定体長が 15～18ｍの個体もあり、当時の最大級の鯨も産出されており、鯨がいつ

大型化したかなど、鯨の進化を考えるうえでも重要な化石である。 

 山の道路の法面で大きな骨の一部が見つかり、当初は一体の鯨が埋もれていると

思われたが、発掘によってさまざまな鯨が蓄積した化石群であることが判明した。

骨格は不完全であるものの、多数の個体が集中して発掘された例は国内でほとんど

なく、貴重な記録として注目された。 

 令和 4 年度には発掘から 30 周年となることを記念し、山形県立博物館にて特別

展が開催されたほか、令和 5 年度には町歴史民俗資料館において企画展「おかえり

マムロガワクジラ展」が開催される予定である。 

今回のツアーでは、当時発掘に携わった県立博物館の職員を講師にお招きし、当

時の様子や発掘時の思いなどについてご講演いただくほか、学芸員の方から化石発

掘体験で発掘された化石について解説していただく。 

 【参考：山形県立博物館ホームページおよび令和 4 年度山形県立博物館特別展チラシ】 

 

【令和 4 年度山形県立博物館特別展の様子】 
【発掘当時の様子】 

【化石発掘体験】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 4 年度 山形県立博物館 特別展 チラシ 

※現在は終了しております 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


